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特集

Special  Feature
Art ic le

平
成
30
年
度
第
２
回
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

現
地
見
学
会
の
概
要

企
画
調
整
課

　

林
野
庁
で
は
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
国
民
の

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
役
立
て
る
た
め
、「
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
東
北
森

林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
２
年

間
を
任
期
と
し
て
、
管
内
5
県
に
お
住
ま
い
の
48
名

の
方
に
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
ご
就
任
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
は
一
般
の
方
々
を

対
象
と
し
て
公
募
し
、資
料
提
供
や
現
地
見
学
会（
モ

ニ
タ
ー
会
議
）
な
ど
を
通
じ
て
国
有
林
野
事
業
に
つ

い
て
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト

や
意
見
交
換
等
を
通
じ
て
、
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
活
動
の
一
環
と
し

て
、
10
月
16
日
（
火
）
に
岩
手
県
の
盛
岡
森
林
管
理

署
管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
、
森
林
資
源
の
循
環
利

用
に
必
要
不
可
欠
な
再
造
林
に
お
け
る
取
組
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
平
成
30
年
度
第
2
回
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
な
お
、第
1
回
は
、

国
有
林
野
事
業
の
根
幹
を
な
す「
治
山
事
業
」と「
生

産
事
業
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
7
月
23
日
（
月
）
に

山
形
森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　

第
2
回
現
地
見
学
会
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用

シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
シ
カ
の
分
布
域
の
拡
大
に
伴
い
、
東
北
森

林
管
理
局
管
内
で
も
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
は
、
木
の
枝

葉
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
る
生
長
阻
害
、
立
木
の
樹
皮

を
剥
が
す
こ
と
に
よ
る
枯
損
や
木
材
価
値
の
低
下
、

下
層
植
生
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
る
下
層
植
生
の
消
失

や
踏
み
つ
け
に
よ
る
土
壌
の
流
出
等
が
あ
り
、
森
林

所
有
者
の
林
業
経
営
意
欲
の
低
下
や
、
森
林
の
持
つ

多
面
的
機
能
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
東

北
森
林
管
理
局
で
は
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
の
防

止
の
た
め
、
苗
木
を
守
る
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
や
造

林
地
へ
の
シ
カ
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

等
の
防
鹿
柵
の
設
置
な
ど
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
地
で
は
、
防
鹿
柵
（
Ｐ
Ｅ
ネ
ッ
ト
）
の
内
部
の

ス
ギ
造
林
地
で
、
盛
岡
森
林
管
理
署
総
括
森
林
整
備

官
よ
り
、平
成
28
〜
29
年
度
に
設
置
し
た「
さ
い
ネ
ッ

ト
」や
金
網
柵
と
の
違
い
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

シ
カ
の
生
態
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、岩
手
県
滝
沢
市
内
の
国
有
林
に
移
動
し
、

し
た
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
の
防
止
対
策
を
ご
見
学
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
岩
手
県
盛
岡
市
内
の
国
有
林
の
平
成
30
年

度
防
鹿
柵
（
Ｐ
Ｅ
ネ
ッ
ト
）
設
置
箇
所
に
お
い
て
、

シカによる森林被害とその対策の説明風景

2December 2018 



特集

Special  Feature
Art ic le

コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
見

学
と
、植
付
け
作
業
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
は
別
々
に
契
約
し

て
い
た
伐
採
作
業
と
造
林
作
業
を
、
一
つ
の
契
約
と

し
て
発
注
し
、
伐
採
か
ら
造
林
ま
で
を
連
続
し
て
行

う
作
業
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
伐
採
後
、

一
定
の
期
間
を
置
い
た
後
に
植
栽
を
し
て
い
た
た

め
、
地
拵
え
や
植
栽
現
場
へ
の
苗
木
運
搬
は
人
力
で

実
施
す
る
こ
と
が
一
般
で
あ
り
、
多
く
の
時
間
と
労

力
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
で
は
、
伐
採
や
搬
出
に
使
用
し
た
林
業
機

械
を
用
い
て
、
伐
採
し
て
す
ぐ
に
伐
採
跡
地
に
残
さ

れ
た
末
木
枝
条
を
除
去
し
、
こ
れ
ら
の
機
械
で
苗
木

を
運
搬
し
た
上
で
、
植
栽
を
行
う
た
め
、
造
林
作
業

を
省
力
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
全
体
と
し
て
の
育
林

の
作
業
コ
ス
ト
を
大
き
く
縮
減
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
裸
苗
の
植
栽
適
期
で
あ
る
春
・

秋
以
外
で
も
高
い
活
着
率
が
見
込
め
る
た
め
、
伐
採

後
に
時
間
を
置
か
ず
に
植
付
け
を
す
る
一
貫
作
業
シ

ス
テ
ム
で
の
使
用
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
採
を
見
学

し
て
い
た
だ
い
た
後
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
と
フ
ェ
ラ
ー
バ

ン
チ
ャ
・
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
を
用
い
た
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
の
流
れ
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
デ
ィ
プ
ル
（
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植

付
器
具
）
を
用
い
て
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
付
け
作
業
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
い
作
業
時
間
と
な
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
苗
木
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

チェーンソーによる伐倒

フェラーバンチャ・ザウルスロボによる枝条整理作業

ハーベスタによる伐倒

コンテナ苗の植付け作業の様子
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美しい森林づくり

　

津
軽
森
林
管
理
署
で
は
、
管
内
の
こ

ど
も
園
の
園
児
、
小
学
校
児
童
、
中
学

校
生
徒
に
、
森
林
に
親
し
む
機
会
と
心

を
育
む
た
め
の
活
動
と
し
て
、
体
験
林

業
や
植
樹
体
験
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
将
来
一
人
で

も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
「
美
し
い
森

林
づ
く
り
」
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

○
鰺
ヶ
沢
こ
ど
も
園
で
の
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」

　

平
成
30
年
5
月
10
日
（
木
）、
年
長

児
14
名
と
当
署
職
員
・
津
軽
白
神
森
林

生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
職
員
が
協
力
し

て
、
間
伐
材
で
作
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に

花
の
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
土
や
植
物
に
親
し
む

こ
と
、
木
材
で
作
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
の
木
製
品
を
使
う
こ
と
で
、
身
近
に

あ
る
自
然
や
環
境
に
対
し
て
少
し
で
も

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
新
聞
社
２
社
の
ほ
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
取
材
に
訪
れ
、
行
事
の
様
子

は
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
や
翌
日
の
新
聞
で

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
員
も
園
児
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
た
こ
と
で
、
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ

ま
し
た
。

○
小
学
生
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
の

開
催

　

鰺
ヶ
沢
町
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し

た
森
林
教
室
（
体
験
林
業
と
広
葉
樹
林

の
散
策
）
を
、
平
成
30
年
9
月
6
日

（
木
）、舞
戸
小
学
校
4
年
生
児
童
35
人
、

9
月
13
日
（
木
）、
西
海
小
学
校
5
年

生
児
童
27
人
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
、
午
前
中
は
、
ノ
コ
ギ
リ

を
使
っ
て
ス
ギ
造
林
地
で
の
体
験
林
業

（
除
伐
、
枝
打
ち
、
つ
る
切
り
）
と
北

限
の
天
然
ス
ギ
の
大
き
さ
を
実
感
す
る

た
め
、
測
定
器
具
を
使
っ
て
木
の
高
さ

や
太
さ
を
測
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
体
験
林
業
を
終
え
た
児
童

か
ら
は
、
ス
ギ
の
木
の
周
り
が
き
れ
い

に
な
っ
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
、
大
き
く

育
っ
て
欲
し
い
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
の
広
葉
樹
林
の
散
策
（
白

神
の
森 

遊
山
道
）
で
は
、
職
員
の
案

内
と
解
説
で
、
森
林
の
豊
か
さ
や
「
水

源
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
に
つ
い
て
も
、
地
元
テ
レ

ビ
局
や
地
元
新
聞
社
の
取
材
を
受
け
て

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

○
中
学
生
を
対
象
と
し
た
植
樹
指
導

　

平
成
30
年
5
月
11
日
（
金
） 

大
鰐
中

学
校
新
入
生
に
よ
る
記
念
植
樹
で
の
植

樹
指
導
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

大
鰐
町
の
茶
臼
山
公
園
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
に
入
学
し
た
1
年
生
48
名

を
対
象
に
、
大
鰐
町
の
花
と
し
て
制
定

さ
れ
て
い
る
「
つ
つ
じ
」
の
記
念
植
樹

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

署
か
ら
は
、
中
学
生
と
年
齢
が
比
較

的
近
い（
と
い
っ
て
も
10
才
以
上
違
う
）

若
手
職
員
が
多
く
参
加
し
、
生
徒
と
の

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
植
樹
指
導
を
行

い
ま
し
た
。

　

公
園
は
学
校
に
近
く
、
自
分
が
植
え

た
「
つ
つ
じ
」
を
い
つ
で
も
見
に
来
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

中
学
１
年
生
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

へ
の
過
渡
期
で
も
あ
り
、
つ
つ
じ
の
生

長
と
と
も
に
生
徒
も
成
長
し
て
欲
し
い

と
願
っ
て
行
事
を
終
え
ま
し
た
。

森
林
に
親
し
む
機
会
と

　
　
　
　
　

心
を
育
む
活
動

津
軽
森
林
管
理
署鰺ヶ沢こども園での「花いっぱい運動」での様子

小学生を対象とした森林教室での様子

中学生を対象とした植樹指導の様子（写真は昨年のもの）
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昨
年
４
月
に
開
校
し
た
「
い
わ
て
林

業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
は
、
１
年
の
研
修

期
間
で
林
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を

体
系
的
に
習
得
し
、
将
来
的
に
林
業
事

業
体
の
経
営
の
中
核
と
な
り
得
る
現
場

技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
２
期
研
修
生
18
名
は
、

林
業
の
現
場
の
専
門
家
で
構
成
す
る

「
い
わ
て
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
」
や
東
北
森
林
管
理
局
、
岩
手

大
学
、
森
林
総
合
研
究
所
、
林
業
事
業

体
、
指
導
林
家
等
の
協
力
に
よ
り
、
座

学
や
現
場
実
習
に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま

す
。

　

国
有
林
関
係
で
は
、
盛
岡
森
林
管
理

署
管
内
に
お
い
て
5
月
28
日
の
「
鳥
獣

害
対
策
」
に
続
き
、
10
月
10
日
（
水
）、

10
月
11
日
（
木
）
の
２
日
間
の
日
程
で
、

当
署
職
員
が
講
師
と
な
り
国
有
林
の
業

務
内
容
の
紹
介
や
事
業
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
用
し
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
署
会
議
室
に
お
い
て
安

永
署
長
よ
り
「
東
北
の
国
有
林
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
国
有
林
の
施
策
や
岩
手

県
内
で
の
取
組
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。

　

午
後
は
雫
石
町
の
網
張
国
有
林
に
お

い
て
、
岩
手
山
の
火
山
防
災
対
策
と
し

て
の
治
山
ダ
ム
の
施
工
状
況
と
保
安
林

制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
滝
沢
市
の
一
本
木
山
国
有

林
へ
移
動
し
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
や
フ
ェ
ラ

バ
ン
チ
ャ
・
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
な
ど
の
高

性
能
林
業
機
械
に
よ
る
伐
採
か
ら
集
造

材
、
カ
ラ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
ま

で
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
一
連
の

作
業
に
つ
い
て
見
学
し
、
低
コ
ス
ト
林

業
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
岩
手
町
の
四
日
市
山
国

有
林
に
お
い
て
、
民
国
連
携
の
取
組
と

し
て
「
岩
手
町
横
断
松
く
い
虫
防
除
帯

森
林
整
備
推
進
協
定
」
に
基
づ
い
た
森

林
共
同
施
業
団
地
内
で
の
樹
種
転
換
に

向
け
た
取
組
状
況
や
、
今
年
度
新
た
に

設
定
し
た
試
験
地
に
お
い
て
「
２
条
、

３
条
植
栽
に
よ
る
下
刈
の
省
力
と
郷
土

樹
種
（
広
葉
樹
）
を
活
用
し
た
多
様
な

森
づ
く
り
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

各
地
か
ら
の

     

た
よ
り

The Letter From Each Place

い
わ
て
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
修
生

を
受
入
れ
（
平
成
30
年
度
2
回
目
）

盛
岡
森
林
管
理
署

治山ダムの概要説明

ハーベスタによる伐倒状況

安永署長の講義18名の第２期研修生

保安林制度についての説明

ザウルスロボによる集材状況
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そ
の
後
、
滝
沢
市
の
影
添
国
有
林
に

移
動
し
、
昨
年
度
東
北
森
林
管
理
局
で

開
催
さ
れ
た
森
林
・
林
業
技
術
交
流
発

表
会
に
お
い
て
当
署
で
発
表
し
た
「
平

蔵
沢
ヒ
バ
人
工
林
に
お
け
る
天
然
更
新

に
よ
る
施
業
方
法
に
つ
い
て
」、
樹
齢

約
１
８
０
年
の
ヒ
バ
展
示
林
で
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
雪
害
に
よ
り
空
間
が
で

き
て
、
陽
が
あ
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヒ

バ
稚
樹
の
繁
茂
が
旺
盛
に
な
っ
て
い
る

状
況
や
、
立
木
価
格
で
は
ス
ギ
の
約
30

倍
の
単
価
と
な
る
こ
と
に
驚
い
た
様
子

で
、「
ヒ
バ
大
径
木
を
チ
ェ
ン
ソ
ー
で

伐
倒
し
て
み
た
い
」
と
い
う
研
修
生
も

い
ま
し
た
。

　

研
修
後
の
ふ
り
か
え
り
で
は
、「
森

林
の
３
割
を
占
め
て
い
る
国
有
林
で

は
、
健
全
な
森
づ
く
り
の
た
め
保
護
林

を
設
定
し
た
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

貢
献
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
」、「
座
学
で
学
習
し
た
後
に
、

現
場
で
実
際
に
低
コ
ス
ト
林
業
の
取
組

な
ど
を
見
学
し
、
森
林
管
理
署
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

盛
岡
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後
も
講

師
の
派
遣
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
を

通
じ
て
国
有
林
の
取
組
を
紹
介
し
な
が

ら
、
地
域
の
技
術
者
育
成
に
向
け
て
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

10
月
11
日
（
木
）、
焼
走
自
然
観
察

教
育
林
視
察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
焼

走
自
然
観
察
教
育
林
は
、
平
成
29
年
度

に
お
い
て
、
特
に
優
れ
た
森
林
景
観
を

有
す
る
な
ど
、
観
光
資
源
と
し
て
の
潜

在
的
魅
力
が
認
識
さ
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
と
し
て
、「
日
本
美
し
の

森
お
奨
め
国
有
林
」
に
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、
当
署
で
は
、

30
年
度
ま
で
の
２
カ
年
に
わ
た
っ
て
、

地
元
の
八
幡
平
市
か
ら
も
意
見
を
聴
き

な
が
ら
、
林
野
庁
の
新
規
事
業
で
あ
る

「
森
林
景
観
を
活
か
し
た
観
光
資
源
の

創
出
事
業
」
に
よ
り
、
修
景
伐
採
、
歩

道
整
備
お
よ
び
林
内
整
備
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
会
は
、
関
係
者
か
ら
、

整
備
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
意
見
を
聴

く
と
と
も
に
、
一
層
の
活
用
を
推
進
す

る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
視
察
会
に
は
、
八
幡

平
市
内
に
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
を
総
合
的
に
管
理
運
営
で
き
る
よ

う
、
平
成
28
年
度
に
設
立
さ
れ
た
「
八

幡
平
地
域
総
合
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
エ
リ
ア
管
理
運
営
協
議
会
」
の
構
成

員
、
岩
手
大
学
学
生
お
よ
び
当
署
職
員

な
ど
、
総
勢
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
八
幡
平
地
域
総
合
森
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
管
理
運
営

協
議
会
長
で
あ
る
八
幡
平
市
の
田
村
市

長
か
ら
、
今
回
の
開
催
主
旨
等
に
つ
い

The Letter From Each Place

視察会の様子

焼
走
（
や
け
は
し
り
）
自
然
観
察

教
育
林
視
察
会
を
開
催

岩
手
北
部
森
林
管
理
署

民国連携の取組紹介２条、３条植栽の説明

ヒバ展示林の紹介ヒバ稚樹の生育状況説明
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よ
り
、
実
現
で
き
た
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
と
と
も

に
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
今
後
の
発
展

を
見
据
え
た
今
回
の
よ
う
な
視
察
会
等

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
利
用
者
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

９
月
５
日
、
由
利
森
林
管
理
署
に
お

い
て
職
員
が
講
師
と
な
り
、
ド
ロ
ー
ン

の
安
全
な
飛
行
の
た
め
の
操
作
に
関
す

て
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
カ
ラ
マ
ツ
林
内

に
新
設
し
た
遊
歩
道
や
か
ん
木
等
を
除

去
し
た
林
内
整
備
の
実
施
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
あ
の
、

う
っ
そ
う
と
し
た
林
内
が
ウ
ソ
の
よ
う

に
綺
麗
に
な
っ
て
い
る
」、「
舗
装
も
さ

れ
、
気
持
ち
よ
く
散
策
で
き
そ
う
だ
」

と
い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
、
岩
手
山
の
眺
望
の
改
善
を
図
る
た

め
に
実
施
し
た
修
景
伐
採
に
つ
い
て
、

伐
採
本
数
等
も
説
明
し
て
岩
手
山
の
眺

望
を
確
認
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
岩
手
山
山
開
き
の
神
事
の
際
、
岩
手

山
が
ほ
と
ん
ど
見
え
て
い
な
か
っ
た

が
、
改
善
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
感
想

が
出
さ
れ
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

視
察
後
は
会
場
を
室
内
に
移
し
、「
新

し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
活
用

法
の
提
案
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

予
定
時
間
を
若
干
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど

に
白
熱
し
、「
集
客
を
増
や
す
た
め
に

コ
ア
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
」、「
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
や
研
修
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
利
用
」、「
季
節
に
応
じ
た
通
年
利
用
」

等
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
の
後
は
、
各

グ
ル
ー
プ
で
発
表
を
行
い
、
今
回
の
視

察
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
八
幡
平
市
に
お
け
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
関
す
る
包

括
的
な
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に

る
伝
達
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
16
名
の
職
員
が
参
加
し
、
午

前
は
署
の
入
札
室
で
無
人
航
空
機
の
定

義
や
飛
行
に
関
す
る
基
本
知
識
、
関
係

す
る
法
令
や
操
作
方
法
の
説
明
な
ど
座

学
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
皆
伐
跡
地
に

移
動
し
、
見
通
し
の
良
い
現
地
に
お
い

て
実
技
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
操
作
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
が

飛
行
す
る
様
子
を
見
る
の
も
初
め
て
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
や
や
緊
張
し
な

が
ら
の
実
技
講
習
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
後
・
左
右
・
旋
回
や
上
昇
・
下
降
と

い
っ
た
基
本
的
な
操
作
は
比
較
的
早
く

慣
れ
た
人
が
多
か
っ
た
印
象
で
し
た
。

　

実
際
に
操
作
し
た
参
加
者
か
ら
は

「
思
っ
て
い
た
よ
り
は
簡
単
だ
っ
た
」

と
い
う
話
の
ほ
か
「
機
体
が
前
後
逆
に

な
っ
た
と
き
に
戸
惑
う
」「
開
け
た
場

所
で
な
い
と
操
作
が
難
し
そ
う
」
と

い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
操
作
技
術
の
向
上
を
図
り
、

海
岸
林
を
中
心
と
し
た
森
林
病
虫
害
の

調
査
や
レ
ク
森
の
保
全
状
況
の
確
認
、

林
地
崩
壊
等
の
状
況
把
握
な
ど
で
活
用

し
、
業
務
を
効
率
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

The Letter From Each Place

上空からドローンで撮影

実技講習の様子

ワークショップの様子

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
操
作
の

伝
達
講
習
会
を
開
催

由
利
森
林
管
理
署
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　ドングリというと皆さんはどんなものを想像す

るでしょうか。ドングリはブナ科樹木の果実（堅

果）の総称で、堅果の部分と殻斗（お椀あるいは帽

子のような形）の部分で構成され、日本には22種

が知られています。今回は東北地方で見られるド

ングリについてご紹介します。

　カシワ（柏）はブナ科コナラ属の植物で堅果は卵

球形で大きさはクヌギよりやや小さく、殻斗は棘

のような総苞片が密生します。食べるためには渋

抜きが必要。

　クヌギ（椚）はブナ科コナラ属の植物で堅果は球

形で大きさは直径約２㎝と大型で半分はお椀型の

殻斗に包まれ、殻斗は細く反り返って棘状になっ

ています。食べるためには渋抜きが必要。

　クリ（栗）はブナ科クリ属の植物で堅果はイガと

呼ばれる鋭い棘のある殻斗に２～３個入っていま

す。一般的にはクリと呼ばれていますが、広義の意

味ではドングリに含まれます。渋がなく、食べられ

ます。

　ブナ（橅）はブナ科ブナ属の植物で堅果は三角錐

の痩せたような形で柔らかい棘のある殻斗に２個

包まれています。成熟すると、殻斗が4裂します。

渋が少なく、食べられます。

　ミズナラ（水楢）はブナ科コナラ属の植物で堅果

は卵状楕円形で殻斗はお椀型で鱗状になっていま

す。食べるためには渋抜きが必要。

　里山あるいは公園などに行けばドングリが落ち

ていますが、クリ以外のドングリを食べる機会は

少ないと思います。ドングリは栄養価が高く縄文

時代には食料にしていたとされています。最近で

はどんぐりコーヒー、どんぐりクッキーなどが有

名ですね。岩手県ではドングリを使った、しだみ団

子というものもあります。時間があるときに試し

てみてはいかがでしょうか。

クヌギ（椚） クリ（栗）カシワ（柏）

ミズナラ（水楢）ブナ（橅）

ドングリ（団栗）mini 
corumn

森林技術・支援センター 森林技術専門官　増田　悠介
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2018

　

私
は
今
、
青
森
県
の
七
戸
町
に
位
置
す
る
七

戸
森
林
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
七
戸
町

は
、
に
ん
に
く
や
長
芋
の
栽
培
と
畜
産
業
が
盛

ん
な
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
、
夏
場
は
毎
日
、
そ

れ
ら
の
匂
い
を
感
じ
馬
や
牛
を
眺
め
な
が
ら
、

山
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
で
の
仕
事
は
、
境
界
の
調
査
や
造
林
等
の

事
業
の
監
督
、
林
道
等
施
設
の
点
検
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
私
は
今
年
度
が
初
め
て
の
森

林
事
務
所
勤
務
で
、
最
初
の
こ
ろ
は
「
こ
ん
な

に
山
の
奥
ま
で
行
く
の
？
」
と
不
安
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
次
期
森
林
計
画

の
案
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
山
を
見
て

「
今
後
こ
の
山
に
ど
う
手
を
入
れ
て
、
ど
う
成

長
さ
せ
て
い
こ
う
か
？
」
と
考
え
る
の
が
難
し

い
と
同
時
に
楽
し
い
で
す
。
管
内
の
森
林
は
、

先
輩
方
が
大
切
に
育
て
て
き
た
人
工
林
や
自
然

の
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
美
し
い
天
然
林
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
私
の
山
を
見
る

目
と
山
づ
く
り
を
考
え
る
頭
を
養
っ
て
く
れ
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
度
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
き

た
中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
仕
事
の
一
つ
と
し

て
、
七
戸
町
に
あ
る
八
幡
岳
で
の
植
生
調
査
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
八
幡
岳

は
元
々
ブ
ナ
林
が
広
が
る
山
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
昭
和
中
期
か
ら
平
成
初
頭
に
か
け
て
、
一

部
が
放
牧
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

近
年
、
そ
こ
で
地
元
住
民
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
豊
か
な
森
に
戻
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り

ま
す
。
私
は
今
年
４
月
に
七
戸
町
に
引
っ
越
し

て
以
来
多
く
の
住
民
と
知
り
合
い
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
か
ら
八
幡
岳
の
お
話
を
聞
き
、
八
幡

岳
は
地
元
住
民
が
昔
か
ら
愛
し
て
き
た
大
切
な

山
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
今

夏
、
こ
れ
ま
で
の
植
樹
活
動
等
の
成
果
を
整
理

す
る
た
め
植
生
調
査
を
行
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
調
査
結
果
を
ま
と
め
、
森
林
に
戻
す
た
め
の

効
果
的
な
作
業
方
法
の
検
討
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

よ
く
「
我
々
の
仕
事
は
森
林
を
管
理
す
る
こ

と
だ
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
偉
大
な
自
然

の
力
に
向
き
合
う
と
同
時
に
、
山
の
恵
み
を
受

け
る
人
の
生
活
に
も
触
れ
る
、
と
て
も
ス
ケ
ー

ル
が
大
き
く
難
し
い
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
を
肌

で
感
じ
て
い
る
毎
日
で
す
。
引
き
続
き
、
山
に

対
し
て
も
人
に
対
し
て
も
謙
虚
に
頑
張
り
ま

す
。

八幡岳の麓　七戸より
三八上北森林管理署　七戸森林事務所　森林官補　山田　南美

【植樹されたブナ】ウサギ等の食害も見られますが、力強く生き
ています。調査を通じて、じっと生きている様子が愛おしく思え
るようになりました。

【植樹祭の様子】
参加者は多い年には約 300人に及びました。

【八幡岳山頂からの眺望】天気が良ければむつ湾も見え、
とても爽快な気分になれます。
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東北森林管理局では、日本の
森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。

　
当
津
軽
森
林
管
理
署
金
木
支
署
は
、
青
森
県
の
津
軽
半
島
の
日
本
海
側
に
接
す
る
国
有
林
約
３
万

ha
を
管
理
し
、
ほ
ぼ
全
域
が
津
軽
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
北
津
軽
郡
中
泊
町

の
小
泊
地
区
の
名
所
を
紹
介
し
ま
す
。

　
津
軽
鉄
道
の
「
津
軽
中
里
駅
」
か
ら
国
道
３
３
９
号
線
を
北
上
す
る
こ
と
約
20
分
、
五
所
川
原
市

脇
元
地
区
に
入
る
と
左
手
に
「
権
現
崎
」（
写
真
①
）
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
「
権
現
崎
」
は
、
海

抜
２
２
９
ｍ
、
日
本
海
か
ら
獅
子
が
横
た
わ
っ
て
い
る
様
に
突
き
出
た
巨
大
な
岩
山
で
、
長
崎
の
野

母
崎
と
と
も
に
、
日
本
の
「
二
大
名
岬
」
と
言
わ
れ
る
景
勝
地
で
す
。
漁
業
が
盛
ん
な
小
泊
地
域
の

安
全
を
祈
る
神
社
が
建
立
さ
れ
、
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
頂
上
か
ら
は
北
海
道
・
岩
木
山
・

十
三
湖
等
パ
ノ
ラ
マ
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
、
竜
泊
ラ
イ
ン
に
入
り
進
む
こ
と
約
25
分
。
道
路
右
手
に
「
七
つ
滝
」（
写
真
②
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
「
七
つ
滝
」
は
、名
の
と
お
り
７
段
か
ら
な
る
高
さ
21
ｍ
の
岩
肌
に
「
飛
沫
（
し
ぶ
き
）」

を
上
げ
る
滝
で
、
穏
や
か
な
天
気
の
日
に
は
絹
糸
の
よ
う
な
流
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。    

　
更
に
進
む
こ
と
約
５
分
、
道
路
左
側
に
「
一
の
坂
」
の
石
碑
（
写
真
③
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
竜

泊
ラ
イ
ン
の
開
削
は
陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団
の
施
工
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
51
年
現
地
を
視
察
し
た

坂
本
力
師
団
長
と
当
時
の
県
土
木
部
長
の
間
で
、
こ
の
見
晴
ら
し
地
を
「
坂
本
台
」
と
し
、
こ
の
坂

が
竜
飛
岬
に
通
じ
る
最
初
の
坂
と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
、
こ
こ
か
ら
は
遠
く
岩
木
山

や
権
現
崎
を
眺
望
で
き
ま
す
。

　
最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
竜
泊
ラ
イ
ン
の
最
高
地
点
に
あ
る
展
望
台
「
眺
瞰
台
」
で
す
。

　
標
高
約
４
７
５
ｍ
あ
り
、
風
も
強
く
夏
で
も
少
し
涼
し
げ
で
、
天
気
の
良
い
日
は
北
に
北
海
道
を

南
に
岩
木
山
が
望
め
、
竜
飛
崎
灯
台
も
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
展
望
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
写
真
④
）

　
ま
た
、「
七
つ
滝
」の
手
前
の「
折
腰
内
海
岸
」（
写
真
⑤
）で
は
、毎
年
夏
に
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、

県
内
か
ら
１
０
０
チ
ー
ム
以
上
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
向
か
い
側
に
は
「
道
の
駅
こ
ど
ま
り
（
ポ
ン

ト
マ
リ
）」
が
あ
り
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
「
中
泊
メ
バ
ル
膳
」
が
好
評
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
来
年
の
雪
解
け
後
に
一
度
竜
泊
ラ
イ
ン
を
自
家
用
車
で
ゆ
っ
く
り
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
、

各
名
所
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

（
竜
泊
ラ
イ
ン
は
、
冬
期
間
（
11
月
下
旬
か
ら
翌
年
４
月
下
旬
頃
）
は
閉
鎖
と
な
っ
て
い
ま
す
）

我
が
署
の
名
所

竜
泊
ラ
イ
ン

津
軽
森
林
管
理
署
金
木
支
署
管
内

　青
森
県
北
津
軽
郡
中
泊
町
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七つ滝（写真②） 権現崎（写真①）

折腰内海岸（写真⑤） 眺瞰台からの北海道（写真④） 一の坂石碑（写真③）

the Noted Place of My Jurisdiction

●竜飛崎 

●津軽森林管理署
金木支署

 

●津軽中里駅

●権現崎 

竜泊ライン 眺瞰台    ● 

坂本台   ● 

七ツ滝   ● 

十三湖 

国道339号線


